
1997年 出上の木簡

あ
る
。
点
数
の
多
い
も
の
と
し
て
は
、
「奉
」
「子

（写
９
匙

「山
田
」
喜
世

「＃
」
「丈
」
「王
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
他
、
「品
遅
」
「郡
」
「坂
合
」
「大
神

こ

「奥

ａ
◇
代
」
「文
部
田

↑
と

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
刻
書
に
は
、

「大
」
「
×
」
「川
」
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

口
五
日
田
主
大
伴
部
廣
□
　
　
　
　
　
　
（壺
ｙ
ｅ
�
卜
霞

上
下
端
と
も
欠
損
し
、
全
体
的
に
腐
欲
し
て
い
る
た
め
原
形
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご

教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『三
条
遺
跡
第
三
次
調
査
説
明
資
料
』

（
一
九
九
六
年
）

水
戸
弘
美

「土
器
に
墨
書
す
る
意
味
を
探
る
―
山
形
県
に
お
け
る
奈
良

・
平

安
時
代
の
墨
書
土
器
出
土
状
況
集
成
―
」
（『さ
あ
べ
い
』
一
五
　
一
九
九
八
年
）

（水
戸
弘
美
）

一

器

か
み
た
か

だ

山
形
。
上
高
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
大
字
冨
岡
字
上
家
ノ
前

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
五
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
齋
藤
　
健

。
飯
塚
　
稔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

・
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
高
田
遺
跡
は
、
山
形
県
の
北
西
部
、
秋
田
県
境
に
近
い
遊
佐
町
に
所
在
し
、

古
代
出
羽
国
府
擬
定
地
で
あ
る
城
輪
柵
跡
の
北
約
六
血
に
位
置
す
る
。
周
辺
は

月
光
川
、
庄
内
高
瀬
川
な
ど
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
、

遺
跡
は
自
然
堤
防
上
の
微
高
地

に
立
地
し
て
い
る
。

上
高
田
遺
跡
の
調
査
は
、
こ

れ
ま
で
に

一
九
九
四
年
に
国
場

整
備
事
業
関
連
に
よ
る
第

一
次

調
査
が
、　
一
九
九
六
年
に
国
道

三
四
五
号
改
築
工
事
に
よ
る
第
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二
次
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
両
調
査
で
、
幅

一
三
ｔ

一
五
ｍ
深
さ
二
ｍ
に

及
ぶ
河
川
跡
が
検
出
さ
れ
、
九
１

一
〇
世
紀
の
も
の
と
み
ら
れ
る
須
恵
器

・
赤

焼
土
器

・
黒
色
土
器
や
、
木
製
品
が
大
量
に
出
土
し
た
。
特
に
第
二
次
調
査
で

は
木
簡
五
点
、
人
形
四
点
、
赤
焼
土
器
の
甕
に
四
面
の
人
面
が
描
か
れ
た
人
面

墨
描
土
器

一
点
の
他
、
墨
書
土
器
も
大
量
に
出
上
し
て
い
る

（本
誌
第
一
九
号
）。

今
回
の
第
三
次
調
査
で
は
、
河
川
跡
が
二
本
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
の

一

本
は
、
以
前
の
調
査
で
検
出
し
た
河
川
跡
Ｓ
Ｇ

一
三
〇
〇
の
続
き
部
分
で
、
も

う

一
本
は
短
期
間
の
流
路
変
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
河
川
跡

Ｓ
Ｇ

一
三
〇

一
で
あ
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｇ

一
三
〇
〇
か
ら

一
三
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち

一
二
点
は
卒

塔
婆
で
あ
る
。
ω
は
河
床
か
ら
出
土
し
た
。　
一
方
、
②
ｌ
Ｏ
の
卒
碁
婆
は
、
堆

積
層
の
最
上
部
、
須
恵
器
や
赤
焼
土
器
の
破
片
に
よ
っ
て
獣
骨
と
み
ら
れ
る
骨

片
を
覆
う
よ
う
に
埋
納
し
た
ピ

ッ
ト
の
周
辺
か
ら
、
中
世
陶
磁
器
や
水
晶
球
と

と
も
に
出
上
し
た
。

今
回
検
出
し
た
Ｓ
Ｇ

一
三
〇
〇
河
川
跡
は
、
中
心
部
が
調
査
区
か
ら
外
れ
て

い
る
た
め
、
遺
物
の
出
土
は
前
回
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が
、
木
簡
の
他
に
、
第

一
。
二
次
調
査
で
出
土
し
た
も
の
と
同
時
期
の
土
器
、
木
製
品
が
出
土
し
て
い

る
。
ま
た
、
「弓
削
連
」
「弓
」
「穂
積
人
」
な
ど
の
墨
書
土
器
も
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｇ

一
三
〇

一
河
川
跡
は
、
洪
水
な
ど
に
よ
る

一
時
的
な
流
路
変
動
に
伴
う
も

の
と
み
ら
れ
、
河
床
ま
で
浅
く
、
出
土
遺
物
も
細
片
の
み
で
あ
る
。
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８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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］
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1997年 出土の木簡

い
は
上
部
が
欠
損
し
、
ほ
ぼ
中
央
で
折
れ
て
い
る
。

②
１
０
は
卒
塔
婆
の
断
片
で
あ
る
。
②
の
一
字
め
は
梵
字
の
可
能
性
が
高
い
。

①
は
三
カ
所
に
刃
物
で
切
れ
目
が
入
れ
ら
れ
、
一暴
側
か
ら
折
ら
れ
て
い
る
。
上

部
は
欠
損
。
ω
は
上
部
及
び
右
半
が
欠
損
。
働
は
上
部
欠
損
。
０
０
は
下
半
部

が
欠
損
。
③
は
上
半
部
が
刃
物
で
切
断
さ
れ
て
い
る
。
⑪
は
下
半
部
が
裏
側
に

刃
物
で
切
れ
目
を
入
れ
折
ら
れ
て
い
る
。
⑩
ω
は
上
半
部
欠
損
。
⑫
は
上
半
部

と
右
半
が
欠
損
。
⑬
は
上
半
部
が
裏
側
に
切
れ
日
を
入
れ
折
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

働
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『上
高
田
遺
跡
第
二
。
三
次
発
掘
調
査
報

告
書
』
（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（斎
藤
　
健
）
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